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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレンとビニルトリアルコキシシランのコポリマーであって、アルコキシ基がＲＯで
あり、Ｒは１～８個の炭素原子のアルキル基であるコポリマーと、；一般式ＭｘＱｙ（Ｈ

２Ｏ）ｚ（式中、Ｍが周期表の１から１３族までから選択される金属のカチオンであり、
Ｑが有機アニオンであり、ｘおよびｙが塩全体の電荷の釣り合いをとるために選択される
整数であり、ｚが２５℃におけるモル基準での塩の水和数である）の水和塩であって、脱
水開始温度が１００℃超かつ２００℃未満である水和塩と、；金属イオンと、アルコキシ
ドおよびカルボキシレートから選択される少なくとも２つの配位子とを含む触媒；を配合
して組成物を形成し、前記配合が、前記樹脂の融点を上回る温度で行われることと、
　前記配合ステップ中において前記組成物中にイン・サイチュで水を生成して溶融硬化組
成物を形成することと、
　前記溶融硬化組成物を物品に形成することと、
　前記溶融硬化組成物を固めることと
を含む、湿分硬化品の形成方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
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　本願は、２００７年９月２８日出願の米国仮特許出願第６０／９７５８８０号の利益を
主張し、この出願全体は、本明細書に参照により組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、樹脂の架橋に関する。ある態様において、本発明はシラン官能化樹脂の架橋
に関するが、別の態様において、本発明は一般に湿分硬化樹脂に関する。さらに別の態様
において、本発明は、より詳細には湿分硬化をもたらすための水をイン・サイチュ（ｉｎ
 ｓｉｔｕ）生成する組成物および方法に関する。なお別の態様において、本発明は、こ
のような架橋樹脂から作製される、ケーブルの絶縁物および被覆物、ならびに他の製品の
製造に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ケーブル、パイプ、履物および発泡体等の物品の製作において、これらの物品が作製さ
れるポリマー組成物を、しばしば溶融混合しなければならない。この組成物は、シラン官
能化樹脂および触媒をしばしば含み、これらの樹脂は、周囲温度または高温のいずれかで
水分に曝すと、それらのシラン官能性により架橋を受ける。今日、湿分硬化樹脂は、ケー
ブルの絶縁物中の架橋ポリオレフィンについての市場のかなりの部分を占める。架橋の化
学反応には、環境から水分を吸収するポリマーが必要であるが、融点未満において、半結
晶質の疎水性ポリマーへの水の拡散は非常に緩慢であるので、湿分硬化樹脂は、一般に、
薄い構造の物品に限定される。
【０００４】
　（ａ）水はポリエチレンの押出成形に適切な温度において沸騰し、（ｂ）ポリオレフィ
ン中での水の溶解度は極めて低く、（ｃ）飽和点を超えてポリマー中に捕捉された水は相
分離すると思われ、空隙と非常に不均一な架橋密度とにより欠陥を生じるので、製作前の
水の直接添加は非実用的である。また、大量の自由水は、早期架橋を引き起こすことがあ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　湿分硬化工程における、一つの重要な要求は、保管中、または溶融加工、例えば押出成
形、成形等の間における、樹脂の早期架橋を最少化することである。
【０００６】
　これらの物品の製作における別の重要な考慮点は、溶融加工完了後に、短い時間間隔、
例えば時間、日のうちに架橋を達成することである。短い硬化時間を、高温例えば７０℃
超で、かつ／またはスルホン酸等の強力な触媒の使用により、硬化することにより達成す
ることができる。製作品の厚さが増大するにつれて、高温においてでさえ、水分がポリマ
ー組成物を通って中に拡散するのに時間がかかる。このことにより、製作工程のコストは
増大する。したがって、ポリマー製作工業では、シラン官能化樹脂の湿分硬化を促進する
ことが継続的な関心を集めている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　ある実施形態において、本発明は、（Ａ）加水分解性の基をもつ少なくとも１種のコポ
リマーを含むポリマー樹脂と、（Ｂ）一般式ＭｘＱｙ（Ｈ２Ｏ）ｚ（式中、Ｍが周期表の
１から１３族までから選択される金属のカチオンであり、Ｑが有機アニオンであり、ｘお
よびｙが塩全体の電荷の釣り合いをとるために選択される整数であり、ｚが２５℃におけ
るモル基準での塩の水和数である）の金属水和物の水生成有機化合物と、（Ｃ）金属イオ
ンおよび所定のアルコキシドおよびカルボキシレートから選択される少なくとも２つのア
ニオン配位子を含む触媒とを含む組成物である。
【０００８】
　別の実施形態において、本発明は、加水分解性の基をもつ少なくとも１種のコポリマー
を含むポリマー樹脂と、一般式ＭｘＱｙ（Ｈ２Ｏ）ｚ（式中、Ｍが周期表の１から１３族
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までから選択される金属のカチオンであり、Ｑが有機アニオンであり、ｘおよびｙが塩全
体の電荷の釣り合いをとるために選択される整数であり、ｚが２５℃におけるモル基準で
の塩の水和数である）の水和塩と、金属イオンおよび所定のアルコキシドおよびカルボキ
シレートから選択される少なくとも２つの配位子を含む触媒とを配合して組成物を形成し
、この配合が、樹脂の融点を上回る温度で行われることと、配合ステップ中において組成
物中にイン・サイチュ（ｉｎ ｓｉｔｕ）で水を生成して溶融硬化組成物を形成すること
と、溶融硬化組成物を物品に形成することと、溶融硬化組成物を固めることとを含む、湿
分硬化品の形成方法である。
【０００９】
　本発明は、上記方法により製造される物品をさらに含む。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　元素の周期表への言及は、すべて、ＣＲＣ　Ｐｒｅｓｓ，Ｉｎｃ．により２００３年に
出版され著作権で保護された元素の周期表を指す。また、１つまたは複数の族への任意の
言及は、族の番号を付けるためのＩＵＰＡＣ体系を用いたこの元素周期表を反映した１つ
または複数の族である。逆に言及がない、文脈から暗示されていない、または当技術分野
において通例でなければ、すべての部およびパーセントは重量に基づき、すべての試験方
法は本開示の出願日時点で最新である。米国の特許実務の目的で、任意の参照した特許、
特許出願または公報の内容は、特に、合成技術の開示、定義（この開示において具体的に
与えられる任意の定義と矛盾しない程度で）、および当技術分野における一般的な知識に
ついては、その全体が参照により組み込まれる（またはその同等な米国版が参照により組
み込まれる）。
【００１１】
　「ケーブル」、「電源ケーブル」、「送電線」等の用語は、保護的な絶縁物、外被また
は被覆の内部の少なくとも１種のワイヤーまたは光ファイバーを意味する。一般に、ケー
ブルは、一般的には普通の保護的な絶縁物、外被または被覆の中の、一緒に束ねた２種以
上のワイヤーまたは光ファイバーである。外被内部の個々の電線またはファイバーは、剥
き出しである、被覆されている、または絶縁されていてよい。コンビネーションケーブル
は、電線および光ファイバーの両方を含有することができる。ケーブル等を、低電圧、中
電圧および高電圧の用途のために設計することができる。一般的なケーブル設計は、米国
特許第５２４６７８３号、第６４９６６２９号および第６７１４７０７号に例示されてい
る。
【００１２】
　「ポリマー」は、同じまたは異なる種類のモノマーを重合することにより調製されるポ
リマー化合物を意味する。したがって、ポリマーの一般的な用語には、１種類のみのモノ
マーから調製されるポリマーを指すために通常用いられる「ホモポリマー」の用語、およ
び以下に定義されるような「共重合体」の用語が含まれる。
【００１３】
　「配合物」および「ポリマー配合物」等の用語は、２種以上のポリマーの組成物を意味
する。このような配合物は、混和性であってもなくてもよい。このような配合物は、相分
離していてもいなくてもよい。このような配合物は、透過電子分光法、光散乱、Ｘ線散乱
、および当技術分野において既知の任意の他の方法から測定されるような１種または複数
種の領域構造を含有してもしなくてもよい。
【００１４】
　「組成物」等の用語は、２種以上の成分の混合物または配合物を意味する。ケーブル被
覆、または他の製造品が製作される材料の混合物または配合物の文脈において、この組成
物には、すべての混合成分、例えば、シラングラフト化ポリオレフィン、潤滑剤、増量剤
、および硬化触媒、抗酸化剤、難燃剤等の任意の他の添加剤が含まれる。
【００１５】
　本発明者らは、金属イオンを含有する塩の特定の水和物の添加が、高温で都合のよいイ
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ン・サイチュでの水の供給源として作用し得ることを見出した。架橋の程度を、樹脂のシ
ラン含有率と水生成化合物量とにより調節することができる。水分源は、湿分架橋反応の
触媒作用を妨げない。塩を適切に選択することにより、任意の特定の温度における水の減
量速度を加減することができる。ポリマー中における抽出可能な有機分子の存在が問題と
なるそれらの用途について、この技術は、有機化合物からの水の減量に依拠する化学反応
より優れている。
【００１６】
　水を、以下の一般式、ＭｘＱｙ（Ｈ２Ｏ）ｚ（式中、Ｍが周期表の１から１３族までか
ら選択される金属のカチオンであり、Ｑが有機アニオンであり、ｘおよびｙが塩全体の電
荷の釣り合いをとるために選択される整数であり、ｚが２５℃におけるモル基準での塩の
水和数である）の、任意の水生成化合物により、湿分硬化性樹脂中にイン・サイチュで生
成することができる。いくつかの実施形態において、有機化合物の水生成塩は、酒石酸塩
、クエン酸塩または酢酸塩である。いくつかのより具体的な実施形態において、水生成化
合物は、Ｌ－酒石酸ナトリウム二水和物、三塩基クエン酸ナトリウム二水和物または酢酸
ナトリウム三水和物の少なくとも１種である。好ましくは、水生成化合物の脱水開始温度
は、１００℃超であり、約２００℃未満である。金属水和物は、シラン置換基１モルあた
り、水を約０．１から約４モルの間で生成するのに十分な量で存在すべきである。
【００１７】
　水分源として有機分子を使用することと比べて、想定される金属塩は、安価で、より低
毒性で、より取扱い容易であり、ポリマーの外部に移行できる、水以外の小さな分子を生
成しない。イソシアネートの技術と比べて、トリアルコキシシリル基をもつポリマーの、
水に誘導される架橋は、健康上の問題がほとんどない。それは、高温押出および最終使用
用途にもより適切である。
【００１８】
　溶融状態または固体状態で硬化されるべきであり約２ｍｍより厚い、加水分解性の基を
もつ任意のコポリマーは、このような硬化技術の恩恵を被る。ポリマーの大部分は、エチ
レン、または任意の他のオレフィンに由来する必要はないが、例えば環状のエステルまた
はエーテルに由来することができる。この技術は、ポリマーの発泡体、フィルム、繊維、
履物、パイプ等の製作においても有用であることができる。
【００１９】
　加水分解性の基をもつコポリマーは、最も一般的にはシラン官能性コポリマーである。
シラン官能性の基をもつポリマーは、当技術分野において周知である。このようなポリマ
ーは、適切な主剤モノマーの反応性シラン化合物との共重合により、またはポリマー鎖の
主鎖にシラン含有分子をグラフトする多くの方法の１つにより作製することができる。一
般的な適切な主剤モノマー（またはポリマー鎖主鎖を生成するためのモノマー）には、例
えばスチレン、エチレン、プロピレン、メタクリル酸メチルまたは酢酸ビニルの１種また
は複数種、より一般的にはエチレンが挙げられる。反応性シラン化合物は、１個または複
数の加水分解性の基を有する不飽和シラン化合物であることができる。一般的な反応性シ
ラン化合物には、ビニル、アリル、イソプロペニル、ブテニル、シクロヘキセニルまたは
γ－（メタ）アクリロキシアリル等のアルケニル基と、ヒドロカルビルオキシ基、ヒドロ
カルボニルオキシ基またはヒドロカルビルアミノ基等の加水分解性の基とが挙げられる。
加水分解性の基の具体的な例には、メトキシ基、エトキシ基、ホルミルオキシ基、アセト
キシ基、プロピオニルオキシ基と、アルキルアミノ基またはアクリルアミノ基とが挙げら
れる。より一般的には、反応性シラン化合物は、ビニルトリアルコキシシランである。適
切な反応性シランは、ビニルトリメトキシシランである。シラン官能性の基をもつポリマ
ーの製造方法の例は、米国特許第３６４６１５５号、第６４２０４８５号、第６３３１５
９７号、第３２２５０１８号および第４５７４１３３号に開示されており、それらすべて
は本明細書に参照により組み込まれる。シラン官能性の基をもつポリマーは市販もされて
おり、例えば、Ｓｉ－Ｌｉｎｋ（商標）エチレン－ビニルトリメトキシシランコポリマー
がＤｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能である。
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【００２０】
　ある実施形態において、加水分解性の基をもつコポリマーは、エチレンとビニルトリア
ルコキシシラン（ここで、アルコキシ基はＲＯであり、式中、Ｒは１～８個の炭素原子の
アルキル基である。）とのコポリマーであり、共重合により、またはラジカルグラフト化
により製造される。適切なこのようなポリマーの例は、エチレン－ビニルトリメトキシシ
ランコポリマーである。ビニルアルコキシシラン含有率は、すべてのモノマーに対して約
０．１から約５モル％の間であるべきである。
【００２１】
　湿分硬化触媒は、シラン縮合架橋反応を促進する任意の化合物であることができる。一
般に、このような触媒は、金属イオンおよび所定のアルコキシドおよびカルボキシレート
から選択される少なくとも２つの配位子を含む。グリコール酸塩におけるように、単一の
配位子について２つ以上の官能基を見出すことができる。
【００２２】
　最も一般的には、湿分硬化触媒は、鉛、コバルト、鉄、ニッケル、亜鉛、チタン、アル
ミニウムまたは錫、好ましくはジラウリン酸ジブチル錫またはジスタノキサン等の錫の、
１種または複数種の有機金属化合物または有機金属錯体である。具体的な触媒には、例え
ば、ジラウリン酸ジブチル錫、マレイン酸ジオクチル錫、アセト酢酸ジブチル錫、ジオク
タン酸ジブチル錫、ジドデカン酸ジブチル錫、酢酸第一錫、オクタン酸第一錫、ナフテン
酸鉛、カプリル酸亜鉛、チタンアルコキシド、アルミニウムアルコキシドおよびナフテン
酸コバルトが挙げられる。このような触媒は市販されている。触媒は、シラン置換基に対
して約０．１から約２０モル％の間の濃度で存在すべきである。
【００２３】
　いくつかの実施形態において、この組成物は、非湿分硬化性ポリマー樹脂をさらに含有
することができる。このような樹脂を、触媒および／または水分形成化合物のための担体
として（例えばマスターバッチ法）、希釈剤として、他の架橋反応における反応物質とし
て（例えばラジカル架橋）、または組成物に特定の物理的特性を付与する（例えば弾性ま
たは耐衝撃性を付与するエラストマー樹脂を添加する）ために組み込むことができる。こ
れらの非湿分硬化性樹脂は、硬化組成物の強度を望ましくない程度に低減しない量で添加
されるべきである。上限は用途特有であるが、当業者は、このような限界点を決定する経
験を有している。一般に、これらの樹脂の量は、約４０％未満である。
【００２４】
　この組成物は、タルク、炭酸カルシウム、有機粘土、ガラス繊維、大理石粉、セメント
粉、長石、シリカまたはガラス、ヒュームドシリカ、ケイ酸塩、アルミナ、様々なリン化
合物、臭化アンモニウム、三酸化アンチモン、三酸化アンチモン、酸化亜鉛、ホウ酸亜鉛
、硫化バリウム、シリコーン、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸カルシウム、酸化チタン、ガ
ラスマイクロスフェア、白亜、雲母、粘土、ウォラストナイト、八モリブデン酸アンモニ
ウム、膨張化合物、膨張性グラファイト、およびそれらの混合物を含む、他の難燃剤およ
び増量剤を含有することができる。増量剤は、シランおよび脂肪酸等の様々な表面コーテ
ィング剤または表面処理剤を含有することができる。ハロゲン化有機化合物には、塩素化
パラフィン等のハロゲン化炭化水素、ペンタブロモトルエン、デカブロモジフェニルオキ
シド、デカブロモジフェニルエタン、エチレン－ビス（テトラブロモフタルイミド）、デ
クロランプラス等のハロゲン化芳香族化合物、および他のハロゲン含有難燃剤が挙げられ
る。当業者は、組成物の所望の性能に応じて、適切なハロゲン剤を認識および選択する。
組成物は、様々な他の添加剤をさらに含むことができる。過酸化物およびラジカル開始剤
を、樹脂を架橋するために添加することができる。
【００２５】
　増量剤を含有するそれらの配合物中において、存在する増量剤の量は、一般に、ポリマ
ーの重量を基準として、２から８０の間、好ましくは５から７０の間の重量パーセント（
重量％）である。増量剤が存在する、本発明の好ましい実施形態において、増量剤は、増
量剤が別に有することがある、シラン硬化反応を妨げる任意の傾向を、防止または遅延さ
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せる材料でコーティングされる。ステアリン酸は、このような増量剤コーティングの例と
なる。増量剤および触媒の選択は、任意の望まれない相互作用および反応を回避するため
に行われなければならない。
【００２６】
　この組成物は、本発明の組成物の所望の物理的または機械的な特性を妨げない程度の、
例えば、抗酸化剤（例えば、例えばＣｉｂａＳｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓの
登録商標ＩＲＧＡＮＯＸ（商標）１０１０等のヒンダードフェノール）、亜リン酸塩（例
えば、ＣｉｂａＳｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓの登録商標ＩＲＧＡＦＯＳ（商
標）１６８）、ＵＶ安定剤、粘着添加剤、光安定剤（ヒンダードアミン等）、可塑剤（フ
タル酸ジオクチルまたはエポキシ化大豆油等）、熱安定剤、離型剤、粘着付与剤（炭化水
素粘着付与剤等）、ワックス（ポリエチレンワックス等）、加工助剤（油、ステアリン酸
等の有機酸、有機酸の金属塩等）、架橋剤（過酸化物またはシラン等）、着色剤または顔
料等の他の添加剤と、他の難燃添加剤とを含有することができる。
【００２７】
　組成物の配合は、当業者に既知の標準的な手段により行われ得る。配合設備の例は、Ｂ
ａｎｂｕｒｙ（商標）またはＢｏｌｌｉｎｇ（商標）の密閉式ミキサー等の密閉式バッチ
ミキサーである。あるいは、Ｆａｒｒｅｌ（商標）の連続式ミキサー、Ｗｅｒｎｅｒ　ａ
ｎｄ　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ（商標）の二軸スクリューミキサー、またはＢｕｓｓ（商標
）の連続式混練押出機等の、連続式の一軸または二軸のスクリューミキサーを用いること
ができる。利用するミキサーの種類、およびミキサーの運転条件は、粘度、体積抵抗、お
よび押出後の表面平滑性等の、組成物の特性に影響を及ぼす。
【００２８】
　成分を、混合物を完全に均一化するのに十分であるが、材料のゲル化を引き起こすには
不十分な温度、および時間の長さで混合することができる。触媒は、水生成化合物の前ま
たは後に添加され得る。一般に、成分は、溶融混合装置中で一緒に混合される。次いで、
この混合物は、最終的な物品に形作られる。配合および物品製作の温度は、ポリマーの融
点を上回るが、約２５０℃未満であるべきである。
【００２９】
　いくつかの実施形態において、触媒または水形成化合物のいずれかまたは両方は、予備
混合されたマスターバッチとして添加される。このようなマスターバッチは、低密度ポリ
エチレン等の不活性なプラスチック樹脂中に化合物を分散させることにより一般に形成さ
れる。マスターバッチは、溶融配合法により都合よく形成される。
【００３０】
　高温混合により、金属水和物の脱水が促進され、それによって組成物中における水がｉ
ｎ　ｓｉｔｕで放出される。脱水により生成した水は、シラン基と反応を開始して、組成
物に、別に「硬化」として知られる架橋をする。高温混合に次いで、硬化する組成物を物
品に形成し固める。この物品を、当技術分野において知られているように、任意の適切な
形成方法により形成することができる。このような形成方法には、押出成形、成形、圧延
（ｒｏｌｌｉｎｇ）およびロータリー成形等が挙げられる。この方法は、標準的な硬化方
法に対して硬化時間が短縮されているために、約２ｍｍより厚い物品に特に有利である。
【００３１】
　ある実施形態において、本発明のポリマー組成物を、既知の量で、既知の方法により（
例えば、特許第５２４６７８３号および４１４４２０２号に記載の設備および方法で）、
被覆または絶縁物としてケーブルに塗布することができる。一般に、ポリマー組成物は、
ケーブルコーティング用ダイを備えた反応押出機中で調製され、組成物の成分を配合した
後において、ケーブルがダイを通って引き出される際に、この組成物がケーブル上に押出
される。
【００３２】
　次いで、形成された物品に、物品が所望の架橋の程度に達するまで、周囲温度を上回る
がポリマーの融点未満の温度で行われるさらなる硬化時間を与えることができる。ある好
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ましい実施形態において、雰囲気から、または水槽もしくは「サウナ」から、塊状ポリマ
ー中に浸透する水を外部より供給することにより、さらなる硬化が増補される。一般に、
さらなる硬化を、周囲温度または高温で行うことができるが、硬化温度は０℃超であるべ
きである。
【００３３】
　本発明のポリマー組成物から、特に高圧および／または高水分条件下で調製することが
できる、他の製造品には、繊維、リボン、シート、テープ、チューブ、パイプ、目張り材
、密封材、ガスケット、発泡体、履物およびベローズが挙げられる。これらの物品を、既
知の設備および技術を用い製造することができる。
【００３４】
　以下の実施例により、本発明をさらに例証する。別に言及しなければ、すべての部およ
びパーセンテージは重量による。
【実施例１】
【００３５】
　ビニルトリメトキシシラン（ＶＴＭＳ）１．５重量％を含有する、エチレンおよびＶＴ
ＭＳのコポリマーのペレット化試料（４１．２ｇ）を、１２８℃および２５ＲＰＭの設定
値の二軸スクリューミキサーに加え、次いで１分後にＬ－酒石酸ナトリウム二水和物０．
５３３ｇ、その４分後にジラウリン酸ジブチル錫（ＤＢＴＤＬ）０．０９１ｇを加えた。
混合工程中の温度は、１２１～１２３℃の範囲であった。６分後に、ミキサーを停止し、
配合された材料をミキサーから取り出し凝固させた。試料（４～６ｇ）を、相互に作用し
ないフィルムのシート２枚の間で圧縮してディスクにし、１４０℃において、１００ＲＰ
Ｍで０．５°の偏位で振動レオメトリーにより分析した。この試料が示したトルクは、５
分後において０．７４ポンド－インチで、６２分後において０．８５ポンド－インチであ
った。
【実施例２】
【００３６】
　実施例１からの同じコポリマーの試料（４１．３ｇ）を、実施例１におけるように設定
した二軸スクリューミキサーに加え、次いで３分後に三塩基クエン酸ナトリウム二水和物
０．６５５ｇ、その２分後にＤＢＴＤＬ０．０８６ｇを加えた。混合工程中の温度は、１
２１～１２３℃の範囲であった。５分後に、材料をミキサーから取り出し凝固させた。試
料（４～６ｇ）を、相互に作用しないフィルムのシート２枚の間で圧縮してディスクにし
、１４０℃において、１００ＲＰＭで０．５°の偏位で振動レオメトリーにより分析した
。この試料が示したトルクは、５分後において０．４４ポンド－インチで、６０分後にお
いて０．５７ポンド－インチであった。
【実施例３】
【００３７】
　実施例１からの同じコポリマーの試料（４１．０ｇ）を、実施例１におけるように設定
した二軸スクリューミキサーに加え、次いで２分後に酢酸ナトリウム三水和物０．２２８
ｇ、その３分後にＤＢＴＤＬ０．０７１ｇを加えた。混合工程中の温度は、１２２～１２
４℃の範囲であった。７分後に、材料をミキサーから取り出し凝固させた。試料（４～６
ｇ）を、相互に作用しないフィルムのシート２枚の間で圧縮してディスクにし、１４０℃
において、１００ＲＰＭで０．５°の偏位で振動レオメトリーにより分析した。この試料
が示したトルクは、５分後において０．５６ポンド－インチで、６０分後において０．６
５ポンド－インチであった。
【００３８】
　比較例１（塩水和物の除去）：実施例１からの同じコポリマーの試料（４１．５ｇ）を
、実施例１におけるように設定した二軸スクリューミキサーに加え、次いで３分後にＤＢ
ＴＤＬ０．２３３ｇを加えた。混合工程中の温度は、１１６～１２３℃の範囲であった。
６分後に、材料をミキサーから取り出し凝固させた。試料（４～６ｇ）を、相互に作用し
ないフィルムのシート２枚の間で圧縮してディスクにし、１４０℃において、１００ＲＰ
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Ｍで０．５°の偏位で振動レオメトリーにより分析した。この試料が示したトルクは、５
分後において０．４０ポンド－インチで、６２分後において０．４５ポンド－インチであ
った。
【００３９】
　これらの実施例は、ビニルトリメトキシシランコポリマーと金属塩水和物と有機金属触
媒との組合せが、１４０℃における架橋を誘発することを示している。
【００４０】
　法令に従って、本発明を、構造および方法の特徴について、多少具体的な言い回しで記
載した。しかし、本明細書において開示された手段は、本発明を実施する好ましい形を含
むので、本発明は、示され記載された特定の特徴に限定されないことを理解されたい。し
たがって、本発明は、均等論に従って適切に解釈される、添付の特許請求の範囲の正しい
範囲内における、任意のその形または変更において特許請求される。
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